
オンライン
（Zoom）で
開催

主催：信州大学医学部地域医療推進学教室、長野県健康福祉部医師看護人材確保対策課
共催：長野県医師会

男女共同参画
セミナー

2023年度

【略歴】
ニッセイ基礎研究所上席研究員。早大政経卒。時事通信社記者、東京財団研究員を経て、2017年10月から現
職場で勤務。主な関心事は医療・介護政策。高齢者介護に関する市町村支援の厚生労働省老健事業委員な
ど。日本財政学会、日本地方財政学会、日本ケアマネジメント学会、社会政策学会、自治体学会、全国マイケア
プラン・ネットワークなどに所属。主な書籍・論文に「求められる市町村の創意工夫、『制度頭』の脱却を」（『月
刊ガバナンス』、2023年）、『地域医療は再生するか』（医薬経済社、2020年）など。講演・雑誌寄稿、ニッセイ
基礎研究所ウエブサイトにレポート多数。

ニッセイ基礎研究所上席研究員
三原　岳（みはら　たかし）さん講師

■講師紹介

【申込期間】 9/15（金）～10/18（水）
【申込フォ－ム】 https://forms.gle/YYumcZjD2HNCwcV28 ▲お申込は

　こちらからお申込み後Zoomのミ－ティングIDとパスワ－ドをご連絡します。

講
演

令和5年

10月22日（日）10：30～12：00

【対象者】長野県内の医師・医療関係者・医学生
【講演内容】
民間中心の提供体制、医療費の増加、低密度医療、長時間労働、その結果として女性の医師が少ない点など、日本の医療制度の特色・
問題をまず概説いただき、医師の働き方改革を中心に、それに関わる地域医療構想、医師偏在是正、新興感染症対応など、都道府県
が中心となっている制度改正の概要を解説いただきます。医師の働き方改革については病院の取り組み状況なども紹介する予定で、
さらに改革の意義と今後の展望を試みていただきます。

医師の働き方改革と医療提供体制改革の今後（仮題）
～「地域の実情」に応じた体制整備に向けて～


